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巻�頭�言�

　新学習指導要領の特色の一つは，理数系学力，伝統文化，英語力を重要な三本柱と�

し�て掲げ，�これらを含め，�すべての教科・領域の教育の基礎能力と�し�て，�「言葉の力」�

の育成が必要であることを強調�し�ていることである。�

　前段の文脈から明らかなように，�「言葉の力」�とは，言葉による認識，思考，判断の�

原動力となる認知的学習能力を意味�し�ている。�し�たがって，�「英語力」�と�し�てこの能力�

を育成するためには，従来，�「役に立つ英語」�に代表されるような言語の外的機能であ�

る伝達行為の華々�し�さに目を奪われ，情報処理のために重要な基盤である内的機能，�

つまり，認識，思考，価値判断という本来的機能を軽視�し�がちであったことへの反省�

とその弱点の補強が必要である。�

　反省すべき点は，�CLTに対する熱意が単純化�し�，�正確な文法能力よりも方略的能力�

に依存�し�たり，意味と形式の関係について深い情報処理能力を必要と�し�ない日常会話�

や特定場面に言語形式を隷属させる�“�Situational Grammar Exercises”�に矮小化�し�た�

活動が主流になり，結果的に，活動は機械的な情報格差活動に終わりがちで，推論や�

意見格差による意味の評価や交渉という創造的な活動が貧弱になったことである。�

　一方，�まず補強すべき点は，�「コミュニケーションが成功�し�たと言えるのは，�聞き手�

が発話の言語的意味を認識�し�たときではなく，そこから話�し�手の『意味』を推論�し�た�

ときである」�という観点から，言語習得上必要な認知的諸能力�（＝暗記，関連づけ，推�

論，説明）�の中で，特に，推論�（与えられた情報にもとづいて推論することによって，�

まったく新�し�い情報を創り出す）�，説明�（関連づけや推論を，なぜ，どのように行った�

かをテクス�ト�中の証拠によって説明する）�の能力を漸進的に強化�し�ていくことである。�

　両者の改善の鍵は，テクス�ト�中の言語形式に内在する意味の可能性について推論を�

促す発問の開発と持続的試行にあり，これを，文法能力の精緻化や内発的動機づけに�

つなげることである。試行�し�てみると，そう臆することではないことがわかる。�
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1．語を知ることの�意味�

　すでに母語を身につけ�ている外国語学習者は外�

国語の語彙を学ぶ点にお�いて有利である。たとえ�

ば�日�本�語�母�語�話�者�が�英�語�の�animalや�dogを�学�ぶ�

とき，それぞれが表す意�味の「動物」と「犬」は�

母語において学習済みで�あり，改めて学ぶ必要が�

ない。�

　�し�か�し�ながら，外国語の語彙を学び�，それを知�

ることには，その意味を�知る以上のことが含まれ�

ている。たとえば「私は�動物好きで，犬を飼って�

い�る」と�い�う�意�味�を�英�語�で�表�現�す�る�に�は　�I like 

animals.  And I have a dog. などのように表現す�

る必要がある。つまり，�それぞれの語の意味情報�

に加えて，各語の文法的�な意味での使い方につい�

ての情報も知っている必�要がある。具体的には，�

animalと�dogはいずれも可算名詞で�，�その動物一�

般を言うときには　おお�むね冠詞のない複数形を�

使い，個別に入ると冠詞�とともに用い，単複の区�

別をするという使い方を�知る必要がある。�

　より一般的に言えば，�語を知るということは，�

語に関�し�て少なくとも以下のことにつ�いて知るこ�

とを意味する。�

（1）�　�発音�

（2）�　�綴り�

（3）�　�意味�

（4）�　�文法�

　英語の語彙学習の発音�指導においては，英語に�

独特な音�（例：�f, v, T, D, r, Q, ´）�，音節構造�（子音�

連結を伴う閉音節）�，強勢アクセン�ト�（高低アクセ�

ン�ト�で�は�な�い�）�な�ど，日�本�語�と�の�違�い�に�重�き�を�置�

き，まさに外国語を学ん�でいるという実感を生徒�

に得させることが望ま�し�い。�

　綴りにおいては，文字�と音の一貫�し�た対応関係�

の�欠�如�と�い�う�英�語�の�特�徴�を�踏�ま�え�（�た�と�え�ば�cat,  

father, fall, cake, animalの�下�線�部�の�発�音�は�そ�れ�ぞ�

れ異なる）�，�意識的に綴りを学ぶ必要性�を認識させ�

内容に関係づけて語彙的に�説明�し�ていくことも可�

能である。その際にも，キ�ーワー�ド�も含めて必要�

な語を綴りで示�し�，同時に関連情報を視�覚的に提�

示することになる。�

　いずれに�し�ろ，語彙の導入における提�示が，具�

体的に，音声と�し�て，綴りも示�し�ながら，視覚情�

報とともに，一貫�し�た談話的コンテキス�ト�の中で�

行われることが大切である�。�

　なお，動詞の文法情報�（文型の種類と使用の型�）�

に関�し�ては，何らかの方法でそれ�に向けて生徒の�

意識を意図的に高め，その�認識を促すことが必要�

である。�

　�

3．語彙の定着を図る�指導�

　語彙の学習には時間がか�かる。一度導入された�

語でも，時間が経てば忘れ�て�し�まう。英語に触れ�

る機会が，はなはだかぎら�れている外国語学習環�

境では，なおさらそうであ�る。�し�たがって，語彙�

を継続的にくり返�し�て生徒に経験させることが�必�

要�と�な�る。そ�の�た�め�に，Oral Introduction，�

Classroom English，�Small Talkなどの機会に，�教�

師が意図的に既出語を使用�することが必要となる。�

　語彙学習という観点で，�不規則動詞の過去形は�

生徒に絶望的な学習負担感�を与えることが多いが，�

教師があらゆる機会にそれ�を使って示せば，生徒�

の側で，ことばは意図的な�学習というより，む�し�

ろ具体的な使用における体�験の中で身につく場合�

もあるということを実感す�ると思われる。�

　もちろん，ある程度まで�語彙量が増えれば，語�

彙の学習そのものに焦点化�し�た学習活動が可能と�

なる。�音読，�Read　�&　�Look-up，�Odd One Out，�単�

語�し�りとり�（綴りでつなぐ）�，�語彙クイズ�（定義を与�

えてその語を当てる）�，�語形成・語源の利用など�が�

それに含まれる。�

　�

4．語彙学習方略の指�導�

　外国語の学習は教室での�学習に加えて，教室外�

での学習も必須である。�し�たがって，生徒は教師�

の指導がないところで，自�分自身で学習を計画�し�，�

実行�し�，自己チェックすることが�求められる。そ�

のためには，生徒は外国語�の効果的な学習方法を�

新学習指導要領に向�け�て�目指�す�べ�き�指導� 〈効果的�な�語彙指導�の�工夫〉�

なければならない。�

　意味については，多くの�語，とりわけ基本動詞�

のほとんどが多義的である�ことから，意味の確認�

においては基本的な意味か�ら展開�し�ていくことが�

理�に�か�な�っ�て�い�る�（�例�：�make bread → make a 

mistake → make milk into butter → make her 

happy）�。�

　語彙がもつ文法的な情報�の学習は大切で，文の�

基本構造を決定する役割を�担う動詞においてとり�

わけその重要性が増す。た�とえば，動詞の文型に�

お�け�る�種�類�（�例�：�Birds sing. / Sue likes cats. / I 

gave him a present. / You look young. / The 

letter made me surprised.）�や�使�い�方�の�型�（�例�：�I 

want water. ― I want to go there. ― I want you 

to go there.）�を�学�習す�る�た�めに�は，語�と�その�意�味�

の単純な対応関係の形成に�とどまらず，少なくと�

も文�レ�ベルにおけるその具体的な�用法に触れるこ�

とが不可欠である。�

　�

2．効果的な語彙の�導入�

　語彙学習においては，上�で述べたように語彙が�

もつ多面的な情報をできる�かぎり多く学ばなけれ�

ばならないが，語彙の導入�においては，そのよう�

な情報を可能なかぎり広く�活性化�し�ながら行うこ�

とが必要となる。�

　授�業�の�最�初�に�Oral Introductionが�行�わ�れ�る�こ�

とが多いが，これに語彙導�入という役割も含め，�

新出語が出てくるたびに相�互に関連づけながら順�

番に黒板に文字で示�し�，その意味を表す実物，�イ�

ラス�ト�，写真などを同時に貼り付�けると，日本語�

を経由�し�ない，生き生きと�し�た言語使用の中でそ�

れらの語を導入することが�できる。この際，教師�

による一方的な導入だけで�なく，生徒とのやりと�

りも含めると，より効果的�である。�

　また，その日の教材のキ�ーワー�ド�を取り上げ，�

その学習を目的と�し�て焦点化�し�，それぞれを教材�
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身につけておく必要がある。�このような方法を学�

習方略と呼ぶが，これは自律�的な学習者となるた�

めの鍵となるものである。�

　とりわけ語彙の学習におい�ては，自律的な語彙�

学習方略が必要となる。これ�は，生徒が身につけ�

る語彙のすべてが教室で丁寧�に導入され，十分に�

くり返されるとはかぎらない�からである。�

　これまでに行われてきた語�彙学習方略を扱った�

研究から，すべての生徒に当�てはまるベス�ト�な方�

略は存在�し�ないこと，優れた語彙学�習者はそうで�

ない学習者に比べて，よりた�くさんのさまざまな�

方略を，より頻繁に，より一�貫�し�て使っているこ�

とが明らかとなっている。�

　一方で，�生徒は自分に合った学習ス�タイル�（視覚�

型，�聴覚型，�運動型，�手動型）�をもっており，�かつ�

そのスタイルのみによって学�習するものでもなく，�

他方で，語彙学習において必�要とされる情報は多�

面的であることを考えると，�上で述べた優れた語�

彙学習者がもつ特徴は当然の�ことと言える。�

　�し�たがって，多様な語彙学�習方略の存在を生徒�

に認識させ，その使用を教え�ることも語彙学習指�

導の重要な課題となる。ただ�単に英語の単語と日�

本語で示されたその意味との�つながりを覚えるよ�

うなやり方のみでは物足りな�い�（もっとも，�これ自�

体が無意味ということではな�く，語彙学習の一段�

階と�し�て位置づければ問題はない。�実際，語彙リ�

ス�ト�による学習が効果的であ�ることが確認されて�

いる）�。�語彙学習方略を駆使する�ことによって，�よ�

り積極的かつ意欲的に，語が�もつ多面的な情報と�

もども語を学ぶことが，英語�をコミュニケーショ�

ンのために使うべく学ぶこと�へと直結するという�

実感を生徒が得ることができ�るようになる。�

兵庫教育大学教授　�山岡　�俊比古�
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1．語彙力を高める�ために�

　英語学習における基礎�学力や基礎・基本につい�

ては，多様な考え方やと�らえ方があるが，私は以�

下のように考える。英語�学習の基礎・基本は「語�

彙力と文法能力」を身に�つけることであり，それ�

が４技能�（聞く力・読む力・話�す力・書く力）�の支�

えとなり，コミュニケー�ション能力を身につける�

基礎になる。�

　ここで言う語彙力は，�①どれだけ多くの単語を�

知っているかというサイ�ズの側面，②どれくらい�

の単語についてよく知っ�ているかという知識の深�

さの側面，③どれくらい�速く単語を理解�し�たり取�

り出�し�たりできるかという認知�速度の側面の３点�

からとらえる。�

　その中で，私は①に焦�点を当てた教科書の新出�

語における動詞の指導の�取り組みを紹介�し�たい。�

　�

2．動詞管理術�

（1）�　�1学年　�5月�

・４月の授業開きでは学�習の心構えや授業の受け�

方に関�し�てのオリエンテーションを�経て，学び�

方の基礎・基本�（学習用具の準備，�課題の取り組�

み�方�，�ノ�ー�ト�の�と�り�か�た�，�辞�書�の�引�き�方�，�家�庭�学�

習の�仕�方）�を�指�導す�る。　�そ�し�て�入�門�期指�導�を終�

え�た�段�階�で�，�９�品�詞�の�中�で�動�詞�が�一�番�重�要�で�あ�

ることを説明�し�，�be動詞と一般動詞を区別�し�て�

覚�え�る�こ�と�を�説�明�す�る�（�動�詞�は�そ�の�特�性�か�ら�効�

率的に変化形を覚えることに�より，簡単に単語�

数が増え，動作や状態を表す�語なので感覚的に�

容易に覚えられる。また動詞�は比較的綴りが短�

いので他の品詞に比較�し�て覚えやすい。動詞は�

文中における中心的な役割を�果たす語である）�。�

・以下，一般動詞が教科�書に出てきた段階で教科�

書の覚えたい語句�（新出語）�の欄に赤のボールペ�

ンでアンダーラインを引かせ�，�１，�２，�３...と番�

号をふらせる。授業の初めに�番号札を見せ，発�

（3）�　�1学年12月�　�現在進行形�

（4）�　�1学年　�1月　�過去形�

・動詞は変化することを徹�底�し�て教える。特に語�

尾の変化や時制によって�動詞は使い分けを�し�な�

ければならないことを説�明する。�

・変化については，規則的�に変化するものはルー�

ルを説明�し�，不規則に変化するものは�徹底的に�

ト�レ�ーニングさせる。慣れてく�ると，不規則に�

変化するものであっても�，ある程度の規則性を�

習得できる。�

・この時点で原形動詞，過�去形，過去分詞形を教�

え込む。動詞は３つを一�気にリズミカルに３拍�

子で覚えた方が頭に入り�やすい。メ�ト�ロノーム�

を使い，�ト�レ�ーニングを積ませる。徐�々にス�ピ�

ー�ド�アップを図る。どうせ後で�覚えなければな�

らないものは先に覚えて�し�まうと得�し�た気分に�

なる。�

（5）�　�1学年　�3月�（春季休業中）�

・２学年の教科書の覚えた�い語句のうちの不規則�

動詞は宿題にする。�

（6）�　�2学年　�3月�（春季休業中）�

・３学年の教科書の覚えた�い語句のうちの不規則�

動詞は宿題にする。�

　�

3．おわりに�

　次のリス�ト�からわかるように，動詞に�関�し�て言�

えば，１年生で習得を意識�づけ，整理させながら�

丁寧な指導を重ねることに�より２年生，３年生へ�

と楽に移行することができ�る。また，生徒は数多�

くの動詞に出会うたびに不�規則動詞であっても，�

ある程度の変化のイメージ�ができるようになり，�

類推�し�ながら学習を進めることが�可能である。さ�

らに，２年生ぐらいになる�と，同義語・反対語・�

同音異義語・派生語などを�意識させると，１つの�

新出動詞から多くの動詞を�学習することができる。�

　語彙指導は，生徒の「頭�」�，�「目」�，�「耳」�，�「手」�

に印象深く記憶させること�が重要である。そのた�

めには，我々教師は手間ひ�まかけて，丁寧な指導�

を常に心がけなければなら�ない。�

新学習指導要領に向�け�て�目指�す�べ�き�指導� 〈効果的�な�語彙指導�の�工夫〉�

音させていく。時に意味�を言わせたり，日本語�

から英語を言わせたりと�徹底的に�ト�レ�ーニング�

す�る�（�単�語�は�暗�記�し�な�け�れ�ば�な�ら�な�い�こ�と�を�す�

り込む）�。�

・慣�れ�てき�た�ら，教科�書�（�Sunshine 1）�の�巻�末資�料�

11の「アクションカー�ド�」にあるように語句と�

し�て活用できるよう，最初はチ�ャンツで音声指�

導を重ねながら徐々に文�と�し�て言えるように�し�

ていく。�

（2）�　�1学年10月�　�3人称単数現在形�

・10月までに学習�し�た一般動詞の原形のみが書�か�

れた以下の表を配付�し�，原形動詞カー�ド�を見せ�

ながら発音復習，意味の�確認�（ゲーム方式）�，３�

単�現�の　�-s（-es）�形�の�つ�け�方�を�説�明�後，分�類�さ�せ�

る。�

　そ�の�後，生�徒�に�３�単�現�の　�-s（-es）�形�を�記�入�さ�せ�

る。�最後に発音の仕方が３通�り�（�s,　�z,　�iz）�あるこ�

とを教え，語尾の発音を�聞き取らせ，発音欄に�

記入させる。�

〈ルール①〉�

　語尾�に　�-es　�を�つ�け�る�動�詞�は�番号�欄�に�○�印�を�つ�け�

させる。�

〈ルール②〉�

　語尾�の�ｙ�を�ｉ�に�変�え�て　�-es　�をつ�け�る�動�詞�は�番�号�

欄に△印をつけさせる。�

〈ルール③〉�

　そのまま　�-s　�をつける動詞は無印。�

　�

・これを授業のウォームア�ップに取り入れる。口�

慣ら�し�の練習には最適であり，�教師対生徒，生�

徒対生徒，列対抗など指�導形態を工夫する。�

※以下�（3）�，�（4）�においても同様の指導を�し�ている。�
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動詞管理術�
北海道八雲町立野田生中�学校教頭　�澤村　�早苗�

　�

　�

　�

　�

原形動詞�意味�３単現の�
-s（-es）形�

発音�確認欄�

１� meet 会う� meets ［�s］�

■1年生�  新出一般動詞リス�ト�（�Sunshine 1）�

１．meet

４．have�

７．study�

10．know�

13．take�

16．see

19．say

22．close�

25．enjoy�

28．fall

31．use�

34．respect�

37．learn�

40．understand� �

43.�write

46.�help

49.�lead

52．hear�

55.�work

58.�turn

61.�discover

64.�forget

67.�quarrel

70.�raise（以上70語 付録Reading，補充Readingも含む）�

２．speak�

５．like�

８．go�

11．get�

14．worry�

17．love�

20．look�

23．stop

26．visit�

29．hold�

32．make�

35．carry�

38．communicate�

41．press�

44.�wash

47.�walk

50.�drop

53.�believe

56.�move

59.�climb

62.�thank

65.�cook

68.�report

３．play�

６．eat

９．need�

12．come�

15．touch�

18．wait�

21．relax�

24．watch�

27．live�

30．stay

33．talk�

36．sing�

39．laugh�

42．answer�

45.�call

48.�want

51.�jump

54.�tell

57.�whistle

60.�follow

63.�buy

66.�introduce

69.�find

※２年生新出一般動詞　61語�

※３年生新出一般動詞　44語�
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1．は�じ�めに�
　アクセルを踏めば車は�進む。ハン�ド�ルを回せば�

車は曲がる。幼い頃，父�が運転する姿を見てそれ�

を知った。自動車教習所�での初運転は急発進。そ�

のとき初めてアクセルを�踏み込む加減を知った。�

カーブでの走行。対向車�線にはみ出�し�た。車のス�

ピ�ー�ド�とハン�ド�ルを回すタイミングの�関係に気づ�

いた。今では細かなこと�を考えなくても，安全に�

運転ができる。�

　その通り。知識だけで�は運転はできません。実�

際にやり，失敗を重ねる�ことで上達�し�ます。何度�

もくり返すことで無意識�にできるようになります。�

きっと英語学習も同様で�あると思います。�

2．言語活動におい�て留意�し�ている4つのこと�
　前述の考えから私が授�業で大切に�し�ている第１�

点目は，アウ�ト�プッ�ト�活動を設定することで�す。�

そこでは，自分の英語力�（運転技能）�の上達や未熟�

さを確認できます。多様�な活動が考えられます。�

　２点目は，チャンクや�その他の語句のリサイク�

ル�と�言�語�活�動�の�レ�ベ�ル�ア�ッ�プ�で�す。生�徒�に�「�使�え�

る」�という実感と自信をもたせ�るためです。�車の運�

転にたとえれば，加速・�減速という基本動作の練�

習をくり返�し�ながら，片側２車線道路�，高速道路�

での走行というように段�階を上げていくことです。�

　３点目は，目標言語材�料の使用だけにとどまら�

ない活動を設定すること�です。これは，目標言語�

材料の使用場面を判断す�る力をつけるためです。�

クランク走行，車線変更�，縦列駐車…。必要なと�

きに必要なことをできる�ようになります。�

　４点目は，�“add”�の奨励です。自分のセリ�フに�

もう１文加えることで話�題がふくらみ，会話が楽�

し�くなることを実感させます。�運転という行為以�

外のことを取り入れます�。たとえば窓を開けて新�

鮮な空気を入れる，とい�ったところで�し�ょうか。�

　こう�し�て運転技能を身につけ，高め�ながら，次�

第に快適な�ド�ライブができるようにな�ります。�

3．語彙力について�
　Nation（2001）�は，�「単語を知っているという�こと�

は，その語を語形，意味�，使用の側面から知って�

いることである」と�し�ています。そ�し�て，それぞ�

①HFに自己紹介の手紙を書�こう�
　今後の活動に必要な基本�表現の学習です。�

　復習事項：氏名，年齢，�住所，好きなこと，起�

床・就寝時間の表現など�

　新出事項：自分の性格や�特徴を表す単語�

②�面接�委員�の�質問�に�答�え�よ�う�（�Ⅰ�）�　�～�自分�に�つ�い�て�～�
　①で準備�し�た自己紹介文をもとに，面�接委員役�

のパー�ト�ナーからの質問に答えま�す。�

　・What is your hobby?

　・Where do you live?

　・Are you cheerful?

　・Do you like sports? など�

　be動詞と一般動詞，�さまざまな疑問文が混在�し�

ます。どんな表現を使うべ�きか判断する訓練です。�

③教科書に登場する�ALTの家族に�ついて知ろう�
　まず，３単現のルールに�気づかせ，第３者を紹�

介するときに便利であるこ�とを理解させます。そ�

の�後，ALTの�家�族�の�絵�を�見�て�そ�れ�ら�を�表�現�し�た�

り，教師からの質問に答え�たり�し�ます。また，３�

単現で書かれた本文の主語�をＩに変えて音読�し�ま�

す。この音読で３単現とそ�れ以外の文における動�

詞の使い方の違いを確認�し�ます。�

④HFに家族紹介の手紙を書�こう�
　①で学習�し�た表現を再利用�し�ながら，３単現を�

使�う�た�め�に，�「手�紙」と�い�う�表�現�形�式�を�用�い�ま�す。�

また，両親について記述す�るために，�「職業名」�の�

学�習�が�必�要�に�な�り�ま�す。な�お，手�紙�文�に�は�weや�

theyを用いた文の使用を奨励�し�ま�し�た。これによ�

り，３単現とそれ以外の文�の違いを再確認�し�ます。�

⑤面接委員の�質問�に�答�え�よ�う�（�Ⅱ�）� ～家族�に�つ�い�て�～�
　②と同様の活動を行いま�す。�

　・Is your father tall?

　・How old is he?

　・What’s his job?
　・Does your brother ～?など�

　３単元について理解�し�，適切に運用する生徒�が�

増えてくる頃です。�

⑥教科書に登場する�ALTの�「�いとこ」�に，教科書に�
は�載�っ�て�い�な�い�こ�と�を�聞�こ�う�（�学�校�の�ALTが�い�
とこ役）�

　生徒は質問内容を自由に�考え，�目の前のALTに�

質問�し�，�ALTは即興でそれに答えます。�ALTの�応�

答に対�し�て，追加質問する生徒が�現れます。�

⑦HFとメールでやりとり�し�よう�
　HF役�と�留�学�生�役�を�同�時�に�行�う�活�動�で�す。ま�ず�

新学習指導要領に向�け�て�目指�す�べ�き�指導� 〈効果的�な�語彙指導�の�工夫〉�

れをさらに３つの下位区分�に分類�し�ています。�

　これらを念頭において，�語彙を定着させるため�

に行った実践を紹介�し�ます。�

4．授業の実際　�～3人称単数現在�～�
（1）�　�ねらい�
　３単現，および次項�（２）�の学習内容の定着を目�

指す。�

（2）�　�学習内容�
　既�習�：�一�般�動�詞�（�チ�ャ�ン�ク�）�，be動�詞�（�am, is, 

are）�，疑�問�詞�（�what, where, how oldな�

ど）�

　新�出�：�人�の�性�格�や�特�徴�を�表�す�形�容�詞�（�kind, tall, 

strongなど�）�，職業を�表す単�語�（police of-

ficer, doctor, farmer, actorなど）�

（3）�　�生徒をやる気にさせ�る仕掛け�
　私はこれまで，少なから�ず英語嫌いの生徒を生�

んで�し�まいま�し�た。その理由の一つは，�煩わ�し�い�

文法項目に注目させ過ぎて�いたことだと考えま�し�

た。この深い反省から，生�徒にとって魅力的なテ�

ーマを設定することを考え�ま�し�た。たとえば，次�

年度に予定されている実際�のホームステイを見据�

え，�「ホームステイ応募資�格をゲッ�ト�し�よう」�とい�

うものです。一つずつ課題�を達成�し�，自分に英語�

力がついたことを実感�し�ながら学習を進め，単�元�

末に応募資格認定書をもら�えるように活動を仕組�

みま�し�た。驚きで�し�た。生徒の食いつきは予想�を�

はるかに上回るもので�し�た。�

　�「自分の家族のことを伝�えよう」�「ホス�ト�ファミ�

リー�（HF）�のことを知ろう」�という活動を，手を変�

え，品を変えて何度もくり�返�し�ま�し�た。�

（4）�　�活動の概略�
　次の①～⑩の活動を，単�元構成の柱と�し�ま�し�た。�

もちろん，これらの活動を�支える基礎的な事項を�

身につけるための活動も行�いま�し�た。�
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語彙を身につけ，�　�英語�ワ�ール�ド�で快適�ド�ラ�イ�ブ�
HFに質問�し�たいことを考えて英文を�書きます。�そ�

れ�を�パ�ー�ト�ナ�ー�に�メ�ー�ル�送�信し�ま�す�（�質�問�文�を�書�

いた紙を手渡す）�。�同時にパー�ト�ナーからメールが�

送信されます�（紙が手渡される）�。その質問に対�し�

て自由に返答�し�ます。これを何度もくり返�し�ます。�

質問文が次々と思いつくよう�になってきます。�

⑧HFと電話でやりとり�し�よう�
　⑦と同様の活動を，音声言�語で即興的に行いま�

す。⑦で使った英文のリサイ�クルですが，文字言�

語から音声言語への変化があ�り，生徒は�「話せる」�

という自信をもちます。�

⑨HF紹介センターで会話を�し�よう�
　HFを探�し�ている留学生役�（S）�１名と，それを紹�

介す�る�コ�ーデ�ィ�ネ�ータ�役�（�C）�２�名に�よ�る�活�動で�す。�

Sは�指�定�さ�れ�た�人�物�に�な�り�き�り，希�望�に�か�な�っ�た�

HFを探�し�ます。�Ｃは，�手元にある家族情報をもと�

にＳの希望にかなったHFを選�び，�紹介�し�ます。�Ｓ�

は�２�人�の�Ｃ�か�ら�紹�介�さ�れ�た�HFの�ど�ち�ら�か�一�方�を�

選びます。職業名や年齢，趣�味など，学習�し�てき�

た語彙が多く含まれています�。相手の話を理解�し�

たり，自分の思いを伝えたり�するというかなり難�

易度の高い活動ですが，生徒�は活動に意欲的に取�

り組みます。活動に必要な語�彙は，くり返�し�使用�

することでかなり定着�し�ています。�

⑩HFからの手紙を読み，返�事を書こう�
　ホス�ト�マザーが書いた家族紹介の�手紙を読みま�

す。ここでも，学習�し�てきた英語がふんだんに盛�

り込まれています。生徒は手�紙の内容を難なく読�

み取った後，自分や家族を紹�介�し�たり，相手に質�

問�し�たりと自由に返事を書い�ていきます。多くの�

生徒が，伝えたいことを英語�で表現できます。�

5．おわりに�
　３単現の定着に関するデー�タは取っていません�

が，定着度が高いことを，そ�の後の学習における�

生徒の姿から十分に感じ取る�ことができます。�

　�「先生！　�昨晩はひどい雨で�し�たが，無事に運転�

ができま�し�た！」身につけてきたさ�まざまな運転�

技能と経験の積み重ねにより�，初めての状況にも�

対応できる生徒が増えてきて�います。�

参�考�資�料�
望�月�正�道�・�相�澤�一�美�・�投�野�由�紀�夫.（2003）�.『�英�語�語�彙�の�指�導�マ�

ニ�ュ�ア�ル�』�大�修�館�書�店�

島�英�幸�.（2005）�.『�英�語�の�タ�ス�ク�活�動�と�タ�ス�ク�』�大�修�館�書�店�

伊�東�治�己�.（2008）�.『�ア�ウ�ト�プ�ッ�ト�重�視�の�英�語�授�業�』�教�育�出�版�

元　�新潟大学教育学部附属長岡中�学校教諭　�小林　�貴英�

語形…音声・綴り・語の構�成要素�

意味…語形と意味・概念と�指示物・連想�

使用…文法的機能�・�コ�ロ�ケ�ー�シ�ョ�ン�・�使用時�の�制約�
＊９区分はそれぞれさらに受容語彙，�発表語彙に分類さ�

れる。�
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1．は�じ�めに�

　本校では各学年週４時�間英語の時間が設けられ�

て�お�り，そ�の�う�ち�の�１�時�間�は�NET（�Native 

English-speaking Teacher）�と�の�協�同�授�業�を�行�っ�

ている。�生徒たちの�「聞く力」�「話す力」�「読む力」�

「書く力」の４技能をいかにバランスよく伸ばし�

ていくかということが英�語教師に課せられた課題�

と言える。�生徒たちは授業の中で教師や�NETから�

英語を聞いたり，�教科書の英文をCDを通�し�て聞く�

機会にも恵まれているが�，自分の身近なことにつ�

いて英語を用いて口頭で�表現する時間が一人ひと�

りにどれほど確保されて�いるかということになる�

といささか疑問である。�そのような状況の中で少�

し�でも授業の効率アップを図る�ため，昨年度から�

パソコンによる授業を行�ってきた。特に�「話す力」�

をつけるため，次のよう�な教材作りに取り組んで�

いる。�

2．デジタル教材の�作成�

－デジタル教材の作成とその利用を�通�し�て－�

授業で活用�し�ている。�

①身近な表現を用い�たQ&A教材�

新学習指導要領に向�け�て�目指�す�べ�き�指導� 〈効果的�な�語彙指導�の�工夫〉�

す力」�の評価も�し�やすくなった。生徒とのQ&Aで�

は，教師の英語の質問に対�し�て英文で答える生徒�

もいれば，１語や２語の単�語で答える生徒もいる。�

文法的に間違いがあっても�許容�し�，コミュニケー�

ションが成立する答えにな�っているかどうかを重�

視�し�ている。正確でなければ伝わ�らないという生�

徒たちの固定観念を払拭�し�，気楽に英語で話せる�

ような雰囲気作りにも心が�けている。�

（2）�　�教科書のデジタル化�
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「話す力」�の向上を目指�し�た授業の展開�
授業の時間にスキッ�ト�を演�じ�るように計画�し�てい�

る。�スキッ�ト�を�し�た後はNETにコメン�ト�をもらう�

岡山県倉敷市立多津美中学�校教諭　�田中　�勇�

（�1）�　�ウ�ォ�ー�ム�ア�ッ�プ�教�材�

の作成�

　英語によるあいさつや�

自己紹介などは，すでに�

小学校で学習�し�ている。�

教科書の基本文を踏まえ�

ながら，語彙の幅を広げ�，�

日本語から瞬時に英語で�

言えるまで�ト�レ�ーニング�

する。語彙の幅を広げる�

ことで教科書の基本文や�

本文に出てくる単語の先�

取りもできる。今年度は�

１年生の担当で，�し�かも�

少人数という環境にある�

のでどの生徒とも英語で�

Q&Aができる。�英語を話す機会をでき�るだけ多く�

授業の中に設けることで�，生徒一人ひとりの「話�

　本校は教科・教室型の�

授�業�形�態�（�各�教�科�の�教�師�

の�教�室�に�生�徒�が�移�動�）�を�

取っており，パソコンで�

授業するには適�し�た環境�

にあると言える。パソコ�

ンをフルに活用するため，�

教�科�書�の�デ�ー�タ�（�絵，単�

語，�本文，�日本語訳など）�

をパソコンに取り込み，�

パワーポイン�ト�で提示�し�

ている。フラッシュカー�

ド�や教科書の本文，日本�

語訳に加え，基本文を中�

心と�し�た文法事項も入れ�

ているので，とてもテン�

ポよく授業ができ，復習�

するときにも瞬時に扱うと�ころをスクリーンに提�

示できる利点がある。英文�や日本文のところどこ�

ろに色をつけたり，�写真や絵，�gifアニメなども貼�

りつけることができ，生徒�の興味・関心を引くこ�

ともできる。さらに，生徒�たちはスクリーンを見�

ているので，教師は生徒た�ちと絶えずアイコンタ�

ク�ト�がとれる利点がある。�

（3）�　�「話す力」を高める�ための教材の作成�

　パ�ソ�コ�ン�の�使�用�に�よ�っ�て�余�裕�が�で�き�た�時�間�に�

「話す力」をつけるため次�のような教材を作成�し�，�

　ウォームアップの時間�

に�身�近�な�表�現�を�Q&Aで�

スクリーンに提示�し�，口�

頭練習する。英語の質問�

とその答えのパターンが�

覚えられたところで教師�

が質問�し�，生徒が自分の�

立場で答える。11月には�

英問８問の中から５問を�

組�み�合�わ�せ�て�カ�ー�ド�A，�

B，�Cを作成�し�，�NETが生�

徒一人ひとりと英会話テス�ト�を行った。今年１月�

には，英問25問の中から５�問を組み合わせ，カー�

ド�A，�B，�C，�D，�Eを作成�し�，�NETが11月と同�じ�形�

態で英会話テス�ト�を行った。採点用紙と�採点基準�

は教師が作成�し�た。�

②ゲーム教材�

　12月からウォームアッ�

プの時間に，話題の人物，�

動物，物などを取り上げ，�

生徒たちがスクリーンの�

絵や写真を見ながら英文�

でヒン�ト�を出�し�，手をあ�

げて前に出てきた生徒の�

一人が何か当てるという�

ゲームを行った。生徒に�

はとても好評で英語の苦�

手な生徒も意欲的に参加�

し�ている。生徒からヒン�ト�が出やすくなるように�

するため，It is an animal. / It is a thing. / He is 

a boy. / It is a sport.など，第１～第５ヒ�ン�ト�まで�

の英文のパターンを生徒が�ある程度覚えたところ�

でこのゲームを行っている�。�

③�英�会�話�教�材�（�ト�ム�と�友�季�の�ジ�ョ�ー�ク�で�学�ぶ�英�会�

話）�

　ジ�ョ�ー�ク�で�学�ぶ�英�会�話�の�テ�キ�ス�ト�（�ス�キ�ッ�ト�１�

～10まで掲載）�を２月に配付する予定であ�る。�スキ�

ッ�ト�１から順番に英文を口頭練習�し�，暗唱できる�

ようになったところでペア�を決め，�NETとの協同�

ように考えている。テキ�

ス�ト�を見ないで演じるこ�

とができたら裏表紙の欄�

にクリアシールを貼るよ�

うに�し�，生徒たちの意欲�

を喚起�し�たいと考えてい�

る。英文は１年生には難�

し�い表現もあるが，スキ�

ッ�ト�にオチがあるので生�

徒たちは楽�し�んで練習に�

取り組むものと思われる。�

11月の倉敷市英語祭で参�

加�し�た生徒たちがスキッ�ト�６本を披露�し�たが，内�

容がおも�し�ろいので，生徒たちは英�語祭に向けて�

の練習にとても興味をもって�取り組んだ。�

3．NETとの協同授業へリ�ンク�し�た授業の展開�

　日々の授業の中で，英語を�聞いたり，話�し�たり�

する時間をできるだけ確保�し�，特に話すことを�し�

っかり�ト�レ�ーニングすることにより�，少�し�でも多�

く�の�生�徒�が�教�師�と�Q&Aを�行�え�る�よ�う�にし�て�い�る。�

NETと�の�協�同�授�業�を�生�徒�た�ち�が�英�語�を�話�す�実�践�

の場と考え，�NETとのQ&Aを行うとき，�できるだ�

け多くの生徒たちが物怖じ�し�ないで口頭で自己表�

現できるようにするため，日�々の授業の中で生徒�

たちと英語で会話する時間を�設けている。�

4．おわりに�

　パソコンを用いて説明�し�た内容については，ノ�

ー�ト�に貼りつけるシー�ト�を作成�し�，基本文やその�

他の文法事項を問題を解きな�がら理解するよう指�

導�し�ている。また，基本文の�パターンが覚えられ�

たところで身近なことを英語�で書く表現活動にも�

取り組んでいる。口頭で表現�できても，なかなか�

英単語や英文が書けない生徒�も見受けられる。口�

頭で表現できる英文は，確実�に書けるよう「書く�

力」をつけるような指導も当�然継続�し�て行ってい�

かなければならない。授業で�学習�し�てきた英文が�

できるだけ書けるように定期�的に重要表現をまと�

めたシー�ト�に書いて覚える課題も与�えているが，�

十分と言えないのが現状であ�る。�

お�

ウ�ォ�ー�ム�ア�ッ�プ教材�

デ�ジ�タ�ル教科書�

Q&A教材�

ヒ�ン�ト�ゲ�ー�ム�

ジ�ョ�ー�ク�で�学ぶ英会話�
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1．�「英語の授業は�楽�し�い」�

　授業参観に行って自分�の子どもが楽�し�そうに授�

業を受けていたらどう思�いますか。チャイムと同�

時に生徒が「え，もう終�わったの？」と言うのを�

聞いたら，休み時間に生�徒が「次の時間は英語だ。�

や�っ�た�ー�！」と�言�う�の�を�聞�い�た�ら�ど�う�思�い�ま�す�

か？�

　私はそんな授業であり�たいと思っています。10

年くらい前までの自分の�スタイルは，ときどき絵�

やゲーム，おも�し�ろい話を�（日本語で）�取り入れて�

いたものの，�「遊び�じ�ゃいけない。�教科書を終わら�

せなければ」と思い，教�科書を１ページずつ進め�

ていま�し�た。不得意な生徒を残�し�て個人指導も�し�

ま�し�たが，�結果が出ないと，�「ここまで�し�てやって�

いるのに」と思い，生徒�や親のせいなどに�し�てい�

ま�し�た。�ある年，�カナダ出身のALTと一緒に働く�

機会を得て考えが変わり�ま�し�た。彼女が授業に行�

く前の口癖は“�Let’s go to the party !”�です。彼�
女は生徒を楽�し�ませるためには努力を�惜�し�みませ�

んで�し�た。深夜までの教材作り�，体育館や校外で�

の授業，留学生を呼んで�の交流活動，歌，ダンス�

など，ありとあらゆる手�段を使って生徒を楽�し�く�

させようと一生懸命で�し�た。生徒の表情が変わり�

ま�し�た。英語の授業が楽�し�みで，�「英語＝苦痛」�と�

言う生徒はいませんで�し�た。当然ながら成績がぐ�

んぐん上がっていき，実�力テス�ト�の平均がいつも�

70～80点になりま�し�た。�それ以来，�「楽�し�い授業」�

を追求�し�ています。�

2．�「楽�し�い授業」への手�だて�

（1）�　�ゲーム，歌などの�活用�

　苦手意識のある生徒を�どうするかが課題です。�

授業は最初が肝心。始ま�りをうまくやれば１時間�

があっという間に過ぎま�す。１学期は週に２回ウ�

ォームアップと�し�てカルタ，�ド�ミノ，ぶたの�し�っ�

ぽなどを使って彼らをひ�きつける努力を�し�ま�し�た。�

単なる遊びにならないよ�うに慣用表現や教科書に�

関連�し�た語彙を組み入れていま�す。生徒は楽�し�む�

ためには英語を覚えなけれ�ばなりません。�

（2）�　�指導すべき言語材料�の精選�

　ゲームや活動をするため�には時間を作り出すこ�

とが必要です。教科書を１�ページずつ進んだので�

はとうてい時間が足りませ�ん。そこで学校の英語�

担当者や地域の教師たちの�力を借りて，３年間で�

覚えるべき単語，連語，文�型，慣用表現，特有の�

場面での会話などをリス�ト�アップ�し�，ハン�ド�ブッ�

クを作成�し�ま�し�た。そうすることで活動�の時間を�

生み出�し�ま�し�た。�

（3）�　�テス�ト�で「過去最高点」を�取らせる�

　いくら授業が楽�し�くても結果が伴わないとや�る�

気は続きません。定期テス�ト�の３週間前から小テ�

ス�ト�で特訓を�し�ます。一人ひとりの習得�度を把握�

するために一覧表を教室に�掲示�し�，項目ごとにマ�

ーカーでチェック�し�ます。生徒は何を勉強すべ�き�

か，自分が今どれくらい理�解�し�ているかが見えて�

きます。テス�ト�を利用�し�て習得させること，英�語�

のテス�ト�は点を取れると暗示をか�けることです。�

（4）�　�「話せるようになり�たい」�

　タスク活動が一番です。�学習指導要領の「言語�

の使用場面の例」や「身近�な暮ら�し�にかかわる場�

面」�などにあげられた�「電話」�，�「道案内」�，�「食事」�，�

「依頼する」�などを整理�し�ます。既習文型と慣用�表�

現をまんべんなく組み込み�，生徒が興味をもちそ�

うな対話文を作ります。習�った文型や表現を実際�

に活用する機会が必要です�。授業中に暗唱させ，�

生徒たちがオリジナルに作�り変えたものでスピー�

キングテス�ト�を�し�ます。生徒はこのテス�ト�を楽�し�

みに�し�ています。�

3．おわりに�

　生徒のアンケー�ト�では94％が「授業が楽�し�い」�

と答え，テス�ト�の結果も向上�し�ま�し�た。24年度か�

ら新学習指導要領が施行さ�れます。一人で悩まず�

に学校や地域内の先生方と�協力�し�合って教材を作�

り，生徒にとっても教師に�とっても�「楽�し�い授業」�

ができるように目指�し�てみてはどうで�し�ょう。�

私の授業実践報告�
－基礎・基本の定着�と�タ�ス�ク�活動－�

1．言語の本質�

　授業計画を立てるとき，�私は英語に必要とされ�

る「４技能」をバランスよ�く，３年間かけて生徒�

に身につけさせるためには�どう�し�たらよいかとい�

うことを考えて計画を練っ�ています。教師になり�

たての頃，運よく，長勝彦�先生�（武蔵野大学）�の研�

究授業を観る機会に恵まれ�ま�し�た。その授業は，�

「�中�学�生�で�も�こ�ん�な�に�自�然�に�英�語�を�話�す�こ�と�が�で�

きるんだ！」ということに�感動させられた授業で�

し�た。�

　そのとき，�「大切なことは，�授業の中でくり返�し�

て，今まで習ってきた文を�復習すること。中学校�

３年間で，自信をもって教�科書が音読できるよう�

な力をつけさせたい」と先�生が話されたことがと�

ても印象的で�し�た。�

　それから私はいかに「い�ろいろな場面で既習の�

文�を�取�り�入�れ�て，生�徒�に�飽�き�さ�せ�ず�授�業�で�き�る�

か」を考えて授業作りを�し�てきま�し�た。今回は，�

こ�れ�ま�で�の�中�で�も�効�果�的�だ�っ�た�Warm-Up活�動�に�

ついて紹介�し�ます。�

　�

2．効果的だったWarm-Up活動�

　授�業�の�中�で，そ�の�日�の�授�業�の�雰�囲�気�を�作�る�

Warm-Up活�動�と�し�て，英�語�の�歌�やビ�ン�ゴ�を�行�う�

の�は�よ�く�あ�る�活�動�で�す�が，Dictation　�Testも�

Warm-Upと�し�ては，�とても効果的な活動です。�実�

施する時期を考慮�し�て行う取り組みですが，生�徒�

たちにとっては，今まで習�ってきたことの復習も�

兼ねているので無理なく取�り組め，とても効果的�

で�し�た。�

　�

●�Dictation Testと�Category Writing を�ペ�ア�に�し�

て行う活動�

【実施時期】�

　２年生２学期後半～３年�生�

【目的】�

　この時期は，英語の不得�意な生徒はなかなかや�

る気を出せず，学習意欲をも�つのが難�し�い。そこ�

で，１�年�生�の�教�科�書�を�使�用�し�て�dictationを�行�い，�

リスニング能力の向上と英語�を書くことに慣れさ�

せ�る。さ�ら�に，語�彙�力�を�つ�け�る�た�め�に�Category 

Writing を行う。�

【手順】�

　あらか�じ�め，生徒には「この週は�レ�ッスンのど�

のセクションの�dictationを行うか」�を知らせてお�

く。�

（授業中の手順）�

　①その日のテス�ト�範囲になっているペー�ジを２�

回全員で音読する。�

　②教師が本文を音読�し�，読まれた最後の英文を�

テス�ト�用紙に書く。�

　③その日の英文が書けたら�，�その用紙の裏に�「今�

日の�ト�ピ�ック」についてわかる単語を�どんど�

ん書いていく�（制限時間１分）�。�

　☆�ト�ピ�ック例�

　　花，動物，色，身体の部�分，７曜日，12か月，�

季節に関する語�（春や夏など）�，クリスマスに�

関する語など�

　④�Category Topicの�確�認�を�す�る。生�徒�は，dic-

tation用�の�ノ�ー�ト�を�作�り，毎�回�の�テ�ス�ト�を�貼�

っ�た�り，間�違�え�た�英�文�を�練�習�し�た�り，Cate-

gory Writingの単語をまとめた�りする。�→ 最�

終的に提出する。�

　�

3．おわりに�

　ここで述べた活動以外にも�，効果的な実践はあ�

ると思いますが，私が行った�この実践は，２年生�

の後半から行うと，�ちょうど３年生への英語�の�「橋�

渡�し�」の�役�目�に�も�な�っ�て�い�た�よ�う�で�す。ま�た，�

Category Writing をすることで，�生徒たちは今ま�

で習ってきた単語について，�違った視点から単語�

を覚えることができたようで�す。�

「�英語の授�業は楽�し�い」�を追求�し�て�

元　�佐賀県佐賀市立城南中学校�教諭　�原　�裕樹� 東京都狛江市立狛江第一�中学校教諭　�横山　�牧子�
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す」と話�し�ているのを聞いて，驚�いたことがあり�

ます。考えてみると，子ど�もは一つひとつのこと�

ばの意味を理解�し�て使っているわけでは�なく，大�

人がそう言っているのを聞�いて，�「おい�し�い食事を�

いただいたときにそう言う�のだ」ということを状�

況と表現をセッ�ト�に�し�てまるごと覚えていて，�そ�

れをまねて言っていること�がわかりま�し�た。小学�

校英語活動ではこのように�し�て，状況と対話を結�

びつけてまるごと身につけ�ます。�

（5）�　�豊かなことばの投げ�かけ�

　小学校の英語活動を参観�させていただいて感心�

することは数多くあります�が，特に驚くのは，こ�

とばの投げかけの豊かさで�す。小学校の英語活動�

では，This is an apple.  Repeat after me.  Apple!

と，こ�と�ば�を�教�え�込�も�う�と�す�る�こ�と�は�な�く， 

Wow, what a big apple!  It’s red.  It looks deli-

cious.  I want to eat it.  Do you like apples, 

Makiko?と，意�味あ�る�文脈�の�中�で豊�か�な�こと�ば�の�

投げかけが行われています�。�し�かも指導者の話�し�

方や声の調子が優�し�く，まるで母親が子どもに�話�

かけているようです。�

　�

3．中学校の英語教育�に求められること�

　以上のことを踏まえ，子�どもたちの対話力を伸�

ばすには，中学校ではどの�ようなことがポイン�ト�

となるで�し�ょう。以下，４つのこ�とを考えます。�

（1）�　�目的意識�

　中学校の英語では，指導�する言語材料にもとづ�

いて授業が展開され，自己�表現を目指�し�て発信力�

の養成が重視されます。そ�の結果，ややもすると�

「言わせるためにことばを�教え込む」�，�「断片的な対�

話を覚えさせて，すぐに言�わせる」という活動に�

なって�し�まうことがあります。英�語との接触量，�

使用量が限られている日本�の英語習得の状況では，�

丸暗記やパターン・プラク�ティスのような機械的�

ド�リルは効率がよく，必要�ではありますが，体験�

重視の小学校英語で大切に�されてきた英語を使う�

「目的意識」が希薄になり�がちです。�

　そこで，学ぶ意義を感じ�られるように，授業で�

は扱う題材に必然性をもた�せることが大切になり�

ます。場面，季節，学校行�事，流行などをとらえ�

て，言語材料に必然性をも�たせ，子どもたちの動�

機づけを高めるようにすると�よいで�し�ょう。�

（2）�　�コミュニケーションの�意義�

　中学校では，英語の授業で�は発信に重きが置か�

れて，本来のコミュニケーシ�ョンの意義が忘れら�

れて�し�まうことがあります。コミュ�ニケーション�

の語源はラテン語で「他人と�共有�し�た」というこ�

と�で，communic‐�は「共�有�の」�，�‐�ateは「～�に�す�

る」ということです。コミュ�ニケーション本来の�

意義を考えると，コミュニケ�ーション活動では，�

自分のことを表現させること�にとどまらず，その�

場を共有する子どもたちが話�者の伝えたいことを�

とらえて意味を理解�し�，それを共有�し�て分かち合�

うような活動を目指�し�たいと考えます。�

（3）�　�言語の意識化�

　小学校でまるごと覚えてい�たことばを中学校で�

は文法という視点からとらえ�直�し�ます。たとえば，�

それまでまるごと覚えていた�「ハウアーユー」は，�

how, are, you の�３�つ�の�単�語�か�ら�構�成�さ�れ�て�い�る�

こ�と�を�理�解�し�，さ�ら�に�必�要�に�応�じ�て�How is your 

father?と，�自分で文を組み立てて応�用�し�て使える�

ように�し�ます。正�し�い英語を使うことの重�要性を�

理解させ，文法的に正確な英�語を使うように指導�

し�ます。また中学校で本格的�に学ぶ文字を活用�し�

て，単語や文法の理解を支援�し�ます。�

（4）�　�既習事項を深める�

　これまで中学校で行われて�いた道案内，買い物�

などの活動は，小学校ですで�に経験�し�ていること�

が予想されます。�し�たがって，小学校で行�ったこ�

とがある活動に対�し�て中学校では，ワンラ�ンク上�

の対話力へと引き上げること�が必要となります。�

た�と�え�ば，小�学�校�で�は�食�べ�物�の�話�題�に�対�し�て�

What do you like? ― Ice cream. と受け答えが言�

い切りになります。中学校で�は，好きな理由を加�

えるなど，対話を深めて発展�させる力を目指�し�ま�

す。�

　�

　小学校で蒔かれた英語力の�種を中学校で大きく�

育て，将来花咲かせるには，�小・中の連携は不可�

欠です。中学校から見ると小�学校英語はもの足り�

なく見える部分もあるかも�し�れませんが，お互い�

に理解・協力�し�，英語教育の実を上げたい�と考え�

ます。�

英語教育・2010年第2号�
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1．は�じ�めに�

　新�し�い学習指導要領によって�，小学校では平成�

23 年度から５，�６年生を対象に週１時�間の外国語�

活動が全面実施されます�。これによりこれまで全�

国でバラバラに行われて�いた小学校英語の取り組�

みが，一つの基本路線に�沿ってまとめられま�し�た。�

さらに中学校では英語の�授業時間が週１時間増え�

ます。こう�し�た状況から，英語教師に�は，これま�

で以上に子どもたちの英�語力を伸ばすことが期待�

されるで�し�ょう。�

　本稿では，英語教育の�効果を上げるために，小�

学校外国語活動を中学校�英語教育にスムーズにつ�

なぐ方策を「対話指導」�という視点から考えます。�

　�

2．小学校の外国語�活動と中学校の英語�教育�

　小学校の外国語活動�（以下，英語活動）�と中学校�

の英語教育は，どちらも�コミュニケーション能力�

の向上を目的とする点で�共通�し�ています。�し�か�し�，�

そのための方策は異なり�ます。小学校では，外国�

語による言語体験を通�し�てコミュニケーション能�

力の「素地」を養うのに�対�し�て，中学校では言語�

運用能力の向上を図りな�がらコミュニケーション�

能力の「基礎」を養いま�す。小・中の連携には，�

こう�し�た異なるものを，スムー�ズにつなげること�

が求められます。では，�小学校で行われる対話活�

動は，中学校のそれと比�べてどのようなことが特�

徴的で�し�ょうか。５つの点から考えま�す。�

（1）�　�慣れ親�し�む�

　小学校の学習指導要領�では「外国語の音声や基�

本的な表現に慣れ親�し�む」という目標が掲げ�られ�

て�い�て，�「慣�れ�親し�む」点�が�特�徴�と�な�っ�て�い�ま�す。�

つまり小学校では英語の�表現や対話のパターンを�

学んで定着させることは�求められていません。そ�

のため『英語ノー�ト�』で扱う内容も，英語そ�のも�

のを学ぶというよりも，�国際理解につながるよう�

なテーマや活動を通�し�て，それを表現するた�めの�

対話を理解�し�て活動するという位置づけ�になって�

います。�

　授業では子どもたちは，�教師が示すイラス�ト�，�

写真，実物，絵本などを通�し�て，教師が発する英�

語やCDの英語を理解�し�，�単語�レ�ベルの英語を次々�

と発話�し�て反応�し�ます。たとえ誤りがあ�っても，�

教師が指摘�し�たり，修正することはあり�ません。�

子どもが日本語で反応�し�ても受け入れられます�。�

反応�し�ていること自体が，聞いて�理解�し�ているこ�

との表れだからです。�

（2）�　�音声中心�

　小学校の英語活動は音声�中心です。�そのため�『英�

語ノー�ト�』にはほとんど文字も英�文もありません。�

耳を通�し�てことばに触れて身につ�けるという点で，�

小学校の英語活動は，第１�言語の習得により近い�

方法にもとづいて行われま�す。一方，中学校では，�

音声英語のスキル向上を目�指�し�ているものの，目�

と文字を通�し�た学習が中心となっていま�す。�

（3）�　�カリキュラムの編成�

　小学校の英語活動では，�主に場面や�ト�ピ�ックを�

もとに�し�たカリキュラム構成にな�っていて，中学�

校のような文法事項にもと�づく教材配列ではあり�

ません。�『英語ノー�ト�　�2』�の最後の�Lesson 9「将来�

の夢�を�紹�介�し�よう」で�は，What do you want to 

be? ― I want to be an astronaut. という対話が扱�

われていますが，中学校の�基準からすると高度な�

レ�ベルの対話です。�

（4）�　�まるごと覚える�

　中学校では，英語を知識�と�し�て教えますが，小�

学�校�は�そ�う�で�は�あ�り�ま�せ�ん。例�え�ば，�『英�語�ノ�ー�

ト� 1』�では，What’s this? ― It’s a pencil. という�

対話が扱われますが，何か�わからないものについ�

てたずねるとき，答えると�きの決まり文句と�し�て�

体験的に状況の中でことば�を理解�し�ます。�

　たとえば幼い子どもが，�おままごとで「たいへ�

ん結構なお味でございます�。おい�し�ゅうございま�

千葉大学教授　西垣 知佳子�

連載：小学校英語,中学校にどう生かす？�

第2回� 小・中の英語を結ぶ「対話指導」�

C
BA 〈小学校英語，中学校�に�ど�う�生�か�す�？〉�
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1．は�じ�めに�

　平成23年度からいよい�よ小学校英語活動が本格�

始動する。受け入れの中�学校でも準備を�し�ておき�

たい。今回は小学校英語�のデータ取りについてお�

話�し�する。�

2．中学版英検5級Can-Doリス�ト�

　下の表は�「英検Can-Doリス�ト�」�（英検合格者の実�

際�の�英�語�使�用�に�対�す�る�自�信�の�度�合�い�）�を�北�原�が�

2007年に英検研究助成論�文で中学生用に書きかえ�

たものの抜粋である。こ�れを使って2008年４月入�

学の１年生�（31名）�を定期的に調査�し�た。表中の反�

転数字はほぼ全員が自信�があると答えたものであ�

る。�

3．考察�

　この調査が授業に役立っ�たことが３つある。�

①�本校に入学�し�てくる生�徒はアルファベッ�ト�の�読�

み�書�き�が�か�な�り�で�き�る�。�した�が�っ�て�従�来�の�よ�う�に�

ペンマンシップの指導に�時間をかけなくてもよ�

く�な�っ�た�。�結�果�的�に�は�金�と�時�間�の�節�約�に�な�っ�た�。�

②学期の切れ目ごとに調査�することによって生徒�

の�苦�手�な�内�容�に�授�業�を�焦�点�化�す�る�こ�と�が�で�き�た�。�

③�ア�ン�ケ�ー�ト�に�生�徒�名�が�書�い�て�あ�る�の�で�，�各�生�徒�の�

苦�手�な�内�容�に�つ�い�て�個�人�指�導�が�効�果�的�に�で�き�た�。�

　�な�お，�この�リス�ト�は�北�研�HP　�（http : //www2.

hamajima.co.jp/̃kitaken/）�で入�手で�きる�。�５�級か�

ら�準�２�級�ま�で�あ�る�の�で�活�用�して�い�た�だ�き�た�い�。�

データを取ろう㈪
東京都港区立赤坂中学校教諭�北原 延晃�

4月� 9月� 12月� 3月�

1 ア�ル�フ�ァ�ベ�ッ�ト�の�大文字�と�小文字が読め�る�。� 28 29 30 31

2 ア�ル�フ�ァ�ベ�ッ�ト�が順番通�り�に�言�え�る�。� 27 29 30 30

3 ピ�リ�オ�ド�（�.�）�，�ク�エ�ス�チ�ョ�ン�マ�ー�ク�（?）�，�カ�ン�マ�（，�）�，引用符�（�“　�”�）�，感嘆符�（！）�を�理解す�る�こ�と�が�で�き�る�。� 19 2828

4 英和辞書�を�引�い�て�目的�の�語�を�見�つ�け�る�こ�と�が�で�き�る�。� 13 28 29 31

5 日常生活�の�身近�な�単語�を�読�ん�で�理解す�る�こ�と�が�で�き�る�。�（例：dog / eat / happy）� � � 24 24 30 31

9 教科書�を�ス�ラ�ス�ラ�音読�で�き�る�。� 13 19 24

【聞く】�

1 初歩的�な�語句�や�決�ま�り�文句�を�聞�い�て�理解す�る�こ�と�が�で�き�る�。�（Three books. / I don’t know. / Here you are.な�ど�）� 9 22 29 30

2 ア�ル�フ�ァ�ベ�ッ�ト�を�聞�い�て�，�ど�の�文字か�を�思�い�浮かべ�る�こ�と�が�で�き�る�。� 29 29 31

3 日常生活�の�身近�な�単語�を�聞�い�て�，�そ�の�意味�を�理解す�る�こ�と�が�で�き�る�。�（例：dog / eat）� 24 26 29

4 曜日，日付，天候�を�聞�き�取�る�こ�と�が�で�き�る�。�（例：Monday / September 14 / cloudy）� 13 16 26 30

5 日常生活�の�身近�な�数字�を�聞�き�取�る�こ�と�が�で�き�る�。�（電話番号，時間�，年齢�な�ど�）� 18 18 29

6 日常的�な�あ�い�さ�つ�を�理解す�る�こ�と�が�で�き�る�。�（例：How are you? / Nice to meet you.）� 27 30 31

28

31

31

29

【話す】 

1 ア�ル�フ�ァ�ベ�ッ�ト�を�見�て�そ�の�文字�を�発音す�る�こ�と�が�で�き�る�。� 26 27 30 31

2 日常生活�の�身近�な�単語�を�発音す�る�こ�と�が�で�き�る�。�（例：dog / eat / happy）� 22 26 29 31

3 日常生活�の�身近�な�数字�を�言�う�こ�と�が�で�き�る�。�（電話番号，時間�，年齢�な�ど�）� 16 13 24 27

4 簡単�な�あ�い�さ�つ�を�か�わ�す�こ�と�が�で�き�る�。�（例：Good morning. / Good night.）� 25 28 29 31

6 日常生活�の�身近�な�話題�に�つ�い�て�，Yes / Noで�答�え�る�質問�に�答�え�る�こ�と�が�で�き�る�。�（�「好�き�」�「嫌�い�」�な�ど�）� 18 26 29 31

9 友�だ�ち�と�２行�の�簡単�な�ペ�ア�ワ�ー�ク�（対話）�が�で�き�る�。� 12 15 25 27

5 あ�や�ま�っ�た�り�，�お�礼�を�言�っ�た�り�す�る�こ�と�が�で�き�る�。�（例：I’m sorry. / Thank you.）� 2629 29 31

【書く】 � 

1 ア�ル�フ�ァ�ベ�ッ�ト�の�大文字�と�小文字が書け�る�。� 29 29 31

2
英語�の�書�き�方�の�き�ま�り�に�合�わ�せ�て�正�し�く�文が書�け�る�。�（先頭�は�大文字，�単語�と�単語�の�間�は�少�し�は�な�す，�文�の�最後�に�は�
ピ�リ�オ�ド�（�.�）�か�ク�エ�ス�チ�ョ�ン�マ�ー�ク�（?）�な�ど�）� �

20 29 29

3 黒板�に�書かれ�た�文�や�教科書�の�文�を�正�し�く�ノ�ー�ト�に�写せ�る�。� 30 31

6 短�い�文�で�あ�れ�ば�，英語�の�語順�で�書�く�こ�と�が�で�き�る�。�（例：I go to school at eight.）� � 12 23 25

【語い】 � �

1 教科書�に�出�て�く�る�語�の�う�ち�，簡単�な�語�は�発音�で�き�る�し�，意味�も�わ�か�る�。� 23 28 29

28

28

ルが，授業実践での学びを深�く確かなものと�し�て�

くれる。�

③探求的実践�

　教師と生徒が教室で何を�し�ているのかを�し�っか�

りと理解するために，授業に�対する多様な見方，�

その見方を踏まえた授業の語�りを通�し�て，教室生�

活の質の向上をめざす方法を�提案�し�ている。�

　第２の提案は，教員どう�し�の情報交換や教員研�

修への参加である。研修への�参加を通�し�て学ぶた�

めに，紹介された技をまねる�のではなく，その技�

のHOW（方法）�，�WHY（目的）�，�WHAT（正体）�を言�

語化�し�，次にその技を自分なりに使�い方を工夫�し�

ながら会得する，最後にその�技に関する判断力を�

培うことである。このように�研修を「すぐに役立�

つ技を教えてもらえる」とい�う外面的な学びでな�

く，講師の授業実践の中から�，自分を振り返り，�

自分と学習者の関係を知る機�会を得て，学びを深�

める場と�し�てとらえることが大切と�し�ている。�

　第３の提案は質的研究であ�る。客観的データと�

その統計的処理にもとづく質�的研究の成果を活か�

し�ながら，質的研究方法を加�えることで，授業の�

多様な状態を明らかにするこ�とができると�し�て，�

質的研究の特徴，方法，分析�と記述などについて�

簡潔にまとめられ，たいへん�参考になる。�

　筆者が１人称でそれぞれの�体験を語る事例研究�

と�し�て，ティームティーチン�グにおける同僚教師�

の内的変化の軌跡や，�ALTとJTEの互いの認識の�

違いが生み出す両者の関係の�変容が紹介されてい�

る。また長期共同研究の実践�において，担当教員�

と研究者が小学校英語活動を�進めるにあたって，�

学び合う過程や児童の変容，�研究者の立場の変容�

を具体的に記述された事例も�報告され，授業実践�

の「語り」とは何かを理解す�る助けとなっている。�

　本書で紹介された提案を参�考に，仲間，生徒と�

ともに成長できる教師をめざ�し�たいと思わせる書�

籍である。是非，手元に置い�て読んでいただきた�

い。� （大阪成蹊大学教授　國方�　�太司）�

［A5判�・�344頁　定�価2,730円�（本体2,600円）�発行：�

ひつ�じ�書房］�

　最近の学校教育を取り巻�く状況の変化から，教�

師への信頼が著�し�く低下�し�ている印象をもつ。教�

師は日々の業務の忙�し�さの中で自己を見失い，�指�

導にも自信をなく�し�ている。このような状況の�中�

で，教師が授業実践の中で�自らの成長を振り返り，�

同僚，生徒と互いに学び合�い，成長を確かめ合う�

授業研究の方法論とその具�体的な実践例を紹介�し�

た本が出版された。この本�を通�し�て，より多くの�

英語教師が授業研究に挑む�活力を得られることを�

心より望んでいる。�

　本書は，教師が自らの学�びと成長を求めて，授�

業・教師教育研究を進める�方法と�し�て，自らの成�

長や経験を「語り」の形で�記述�し�，その実践と研�

究の中から理論を作り上げ�る新�し�い英語教育の研�

究手法を生み出すことをめ�ざ�し�ている。自らの授�

業実践を語り，誰もが利用�可能な資料とするため�

の方法と理論を，豊富な実�例を示�し�ながら紹介�し�

ている。�

　教師が実践と研究の両面�で成長する方法と�し�て�

大きく３つの提案を�し�ている。�

　第１は，授業実践研究方�法と�し�て，３つの方法�

が提案されている。�

①協働的課題探求型�アクションリサーチ�

　授業の一つひとつの事例�を多角的・総合的に検�

討�し�，その事例に対する教師の洞�察・判断等を記�

述する課題探求的アクショ�ンリサーチを紹介する。�

さらに教師の成長支援のた�めに，授業実践事例の�

結果よりもプロセスに注目�し�，参加者全員が発展�

途上の教師であるとの認識�に立つ非批判的な授業�

実践報告会の開催をすすめ�ている。�

②リフ�レ�クティブ・プラク�ティス�

　授業者は自らの授業内容�（学習目標，�指導上の目�

標，進行プラン）�と授業後のリフ�レ�クション�（授業�

内の事実，�考えたこと，�感情的な反応など）�をジャ�

ーナルと�し�て記録する。後日それ�を読み返�し�，メ�

ンターとのインタビューを�通�し�て，ジャーナルの�

内容を学びの観点から解釈�し�，一つの出来事を多�

角的な視点から眺めて，今�まで気づかなかったこ�

とを発見�し�，より豊かな理解を促�す。より深まっ�

た理解が次の実践を生み出�し�てゆく。このサイク�

書 評 リフレクティブな英語教育をめざして―教師の語りが拓く授業研究
吉田達弘　玉井健　横溝紳一郎　今井裕之　柳瀬陽介　編�



　昨年３月に高等学校の�新学習指導要領が告示さ�

れたとき，科目の大幅な�変更とともに注目された�

のが，�「授業は英語で行うこと�を基本とする」�とい�

う一項で�し�た。これを前向きにとらえ�る方もいる�

半面，重荷と感じている�方も少なからずいるのが�

現状で�し�ょう。やはり，口頭での英語�運用に不安�

感をお持ちの方が多いよ�うです。�

　一般に高校の英語教師�は英語の文法や構文に造�

詣が深く，解説するのが�好きな傾向にあります。�

し�か�し�中学校の英語教師と違い�，ペアワークやグ�

ループワークなど，生徒�に任せる時間を設定する�

のが苦手のようです。そ�の結果，授業の大部分を�

先生の解説が占め，生徒�が英語を使う時間がほと�

んどないという授業もい�まだに見られます。�

　もちろん，第２言語で�はなく，外国語と�し�て英�

語を学ぶ私たちには，文�法や構文の学習は大切で�

す。解説も必要な場面が�あるで�し�ょう。�し�か�し�，�

それだけでは十分ではあ�りません。読むこと，書�

くことの指導ならできる�が，聞くこと，話すこと�

の指導はできないという�のであれば，プロの英語�

教師と�し�ては不十分ではないで�し�ょうか。�

　も�し�解説中心の授業をまだ行�っているので�し�た�

ら，今回の学習指導要領�の改訂を機に，自らの授�

業の改革に挑んでみては�どうで�し�ょう。すなわち，�

教師が英語を解説する場�ではなく，音声面を含め�

た英語の�ト�レ�ーニングを生徒にさせる�場に変える�

のです。例外はあるにせ�よ，日本の高校生には授�

業以外に英語を使う機会�はほとんどありません。�

授業で英語を使うことが�なければ，実践的コミュ�

ニケーション能力の育成�など不可能です。�

　そうは言っても，�学習指導要領が示すように�「生�

徒の理解の程度に応じた�英語」で授業を進めるこ�

とは，簡単ではありませ�ん。音声面での指導を苦�

手と考えている先生方に�は，日々の空き時間や授�

業を訓練の場と�し�，自らの音声スキルを高め�るよ�

うな努力が必要です。一�朝一夕でスムーズな英語�

に�よ�る�授�業�が�で�き�る�も�の�で�は�あ�り�ま�せ�ん�が�，�そ�う�す�

るために重要な点を，以�下に３つあげておきます。�

①英語を口に出すこ�とを日課にする�

　埼玉大学の靜哲人先生の�ように，生徒が誤った�

発音を�し�たときは即座に指摘，修�正できるように�

なりたいものです。�そのためにはNHKラジオの英�

会話番組を利用�し�て口に出�し�て英語を読む，名文�

を音読するなど教師自身の�日常の�ト�レ�ーニングが�

欠�か�せ�ま�せ�ん。授�業�で�は�Small Talkや�Oral 

Interactionな�ど�で�生�徒�に�理�解�可�能�な�英�語�の�イ�ン�

プッ�ト�を与える訓練を�し�ま�し�ょう。�

②生徒に英語を使わ�せる�

　�「英語で授業」�と言っても，教師が一人�で英語を�

話�し�続けるのではなく，できるか�ぎり生徒に英語�

を使わせる場面を設定�し�ま�し�ょう。ペアやグルー�

プで語句の口頭練習をさせ�たり，さまざまな音読�

活動に取り組ませたり�し�ま�し�ょう。�

③英語　�→　�日本語から日本語　�→　�英語へ�

　授業の最終目的は，生徒�に英語を産出させるこ�

とです。訳読をさせてもい�いですが，そこで終わ�

りにせず，その訳をもとに�し�て英語を言わせたり�

書かせたりする活動までも�っていくことが大切で�

す。和訳先渡�し�方式などで，日本語から�覚えても�

らいたい英語の表現を探さ�せれば，アウ�ト�プッ�ト�

のための時間が生み出せる�で�し�ょう。�

　結局，どこまで英語を使�って授業を行うかは，�

生徒の状況が一番わかって�いる，それぞれの先生�

の判断にまかされます。や�ろうと思えばすべて英�

語で授業はできるが，より�効果的だと判断すれば�

日本語も用いる。さらに自�らの説明は最小限に�し�

て，できるかぎり生徒に英�語を使わせるようにす�

るのが，英語教師がこれか�ら目指すべき方向であ�

ると思います。�

（北海道教育大学准教授　�笠原　�究）�

英�語�教�育�時�評�

投稿�を�歓迎�し�ま�す�

　英語教育に関する問題提起，実践報告�，研究などの�
投稿をお待ち�し�ております。締切は特にありませんが，�
本誌は今後，�2010年７月，�9�月，�2011年１月，�３月にそ�
れぞれ発行の予定ですので，原稿到着の�時点で掲載号�
を決めさせていただきます。規定は以下�のとおりです。�
ご不明の点は編集部までお問い合わせく�ださい。�
　①　�2�2�字詰×7�2�行以内�（本文分量）�
　②　�二重投稿はご遠慮ください。�
　③　�採用分には薄謝を進呈いた�し�ます。�
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